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３．HTV5号機からHTV6号機への変更点
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【推進モジュール】

（変更点：６） 太陽電池パネル搭載枚数を
HTV5より2枚削減 （2枚→0枚）。

（変更点：７） KITE実験機器搭載（電界放出型

電子源、静電プローブ機能付帯電電位モニタ
）。（詳細は次ページ参照）

（変更点：８） SFINKS（薄膜太陽電池）実験機
器搭載。

KITE: Kounotori Integrated Tether Experiment
SFINKS: Solar Cell Film Array Sheet for Next Generation on Kounotori Six

【非与圧モジュール】

（変更点：３） 太陽電池パネル搭載枚数をHTV5より1枚
増加 (19枚→20枚)。
（変更点：４） KITE実験機器搭載（データ処理装置・電力

分配器、エンドマス、保持・放出機構、磁気センサ、カメラ
）。（詳細は次ページ参照）

（変更点：５） 地心側航法灯（捕捉灯

1個、姿勢灯2個）削減。

【電気モジュール】

（変更点：９） KITE実験対応IFを追加したデータ処理装置を搭
載。具体的には従系HKテレメトリ用データレコーダを削除し、
KITE用データレコーダを追加。

（変更点：１０） 一次電池台数をHTV5より1台削減（7台→6台）

（変更点：１１） 運用性向上のためのフライトソフトウェア改修（
ISS搭載リフレクタコンフィギュレーション変更に対するロバスト
性向上、KITE運用手順の一部自動化、GPSレシーバ故障検
知機能の誤検知防止、姿勢決定系ロジックの修正）

【曝露パレット】

（変更点：１） 往路でリチウムイオンバッテリ（NASA)
を輸送し、復路でニッケル水素バッテリ（NASA）を

廃棄。バッテリそのものの搭載が初であるとともに、
曝露パレット（EP6B+)も新規開発。

【与圧キャリア】

（変更点：２） 与圧カーゴ
給電用ハーネス追加。

曝露パレット往路形態

曝露パレット復路形態

HTV5号機から6号機への主要変更点

Li-Ionバッテリ×6台

Ni-H2バッテリ×9台
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 HTV6 号機では、JAXAが開発した導電性テザーの伸展実験KITEに対
してプラットフォームを提供する。

 HTV6号機における導電性テザー実証では700m のテザーを軌道上で伸

展し、導電性テザーに流れる電流の計測等、デブリ回収システム構築の
ための最初のステップとなる実験を行う。KITEはHTVからの電力供給と
デジタルコマンド、テレメトリを含む各種通信I/Fを有しており、HTV運用と
同様の地上管制設備からのコマンドにより運用を行う。

HTV5号機から6号機への主要変更点
導電性テザー実証実験（KITE*）の搭載

End-mass

e-

e-

e-e-

Tether (700m)

Electron emitter

HTV

Current
(10mA)

21
(*) KITE: Kounotori Integrated Tether Experiment
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HTV5号機から6号機への主要変更点
KITE運用シーケンス概要
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No 運用内容

1 ISS軌道から離脱し、20km以上低い
軌道へ移動

2 ミッション機器立ち上げ

3 エンドマス放出とテザー伸展
(約700m)

4 テザーダイナミクスおよび誘導起電
力の計測

No 運用内容

5 HTV スラスタを用いたテザー振
幅低減

6 電子源のチェックアウト

7 テザー電流計測

スラスタ噴射

テザー電流
(最大10mA)

e-

e-

(

No 運用内容

8 テザー振幅変化の検出によるローレ
ンツ力の計測

9 実験終了後にテザーを切断

10 HTV再突入

ローレンツ力

e-e-

e-

+

e-e-

+
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HTV5打上げ前に新規で追加されるリフレクタ

HTV6打上げ時のISSリフレクタコンフィギュレーション

【ISSコンフィギュレーション】
HTV5打上前にリフレクタを追加予定であったが、

昨年の米国ロケット打上げ失敗に伴い追加できず、
現在従前のリフレクタコンフィギュレーションが維
持されている（ランデブセンサへのパッチ不要）。

当初追加予定であったリフレクタをHTV6打上げ
前(7月)に設置予定であるが、HTV5打上前に準備
し、検証・審査済みのパッチをランデブセンサに当
てることで対応可能である。

よって今回リフレクタが追加された場合でも、追
加されなかった場合でも、臨機応変に対応するこ
とが可能である。

HTVランデブセンサが捕捉すべきJEMリフレクタ

誤捕捉を回避するため、IDA-1を取り
付ける代わりにPMA2をカバーする。

昨年の米国ロケット打上げ失敗に伴い、HTV6打ち
上げ前にNASAがリフレクタ追加を再トライ予定。


